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２月定例会の主な審議の結果

議員提案による政策条例を制定しました 県議会表彰

■題字「とくしま県議会だより」：四国大学との包括連携協定に基づく事業により同大学文学部書道文化学科の学生さんに書いていただきました。

２月定例会の概要 令和５年２月９日～３月７日会 期

●可決された議案
○令和５年度当初予算
　・一般会計（１件）
　　当初予算額は5,027億8,100万円
　　前年度比96.0％
　・特別会計（20件）　
　・企業会計（６件）
○令和４年度補正予算
　・一般会計（２件）
　　補正予算額は15億807万５千円

の増額及び164億654万４千円の
減額で、補正後の予算は、5,812億
323万３千円

　・特別会計（18件）　
　・企業会計（５件）
○条例の制定（５件）
　・徳島県ワンヘルス推進条例
　　（議員提出）
　・徳島県情報公開・個人情報保護審

査会設置条例  など

○条例の改正（18件）
　・徳島県脱炭素社会の実現に向けた

気候変動対策推進条例の一部改正
　・徳島県職員定数条例の一部改正                  

など
○指定管理者の指定（１件）
○契約案件（２件）
○その他（７件）

●可決された意見書（２件）
　・脊柱側弯症早期発見体制の整備を

求める意見書
　・不登校児童生徒に対する多様な学

習機会の確保のための経済的支援
制度の確立を求める意見書

●採択された請願（１件）
　・パートナーシップ・ファミリー

シップ届出制度の創設及び性的少
数者に関する諸問題への取組に関
する請願

　全会派で組織する政策条例検討会議で検討を重ね、次の政策条例を制定しま
した。

徳島県ワンヘルス推進条例
　「ワンヘルス」とは、人と動物の健康、環境の健全性は互いに関わり合って
おり、これらを一つの問題として捉える考え方のことです。例えば、森林（環境）
破壊が進めば、森林奥地に潜む野生動物がすみかを追われ、人と接触する機会
が増えるようになります。接触が増えれば、野生動物の持つ病原体に人が感染
するリスクが高まるだけでなく、新たな感染症の発生にもつながる恐れがあり
ます。これを防ぐために、人と動物の健康、環境の健全性を一体のものとして守ることができる社会の構築
に寄与するために制定する条例です。皆さま一人一人が主体的にワンヘルスに関する活動に取り組み、条例
の趣旨が広がっていくよう、ご協力をお願いします。

　スポーツや学芸部門の全
国大会や世界大会で最優秀
の成績を収めた個人と団体
の児童、生徒及び学生の皆
さんに対し、県議会表彰を授
与しました。

南議長（中央左）に検討結果報告書を提出する
政策条例検討会議の井下座長（中央右）（２月３日）

ポストコロナ新時代の幕開けに向けた
16か月型・骨格予算などを可決
　開会日には、ポストコロナ対策、災害列島対策、人口減少対策の
３つの柱に沿った令和４年度２月補正予算及び令和５年度当初（骨
格）予算などが提案されるとともに、地方大学・地域産業創生の今
後４年間の国費支援決定、吉野川の無堤対策の加速、総合寄宿舎三
好寮・阿南寮の増設、徳島阿波おどり空港における国際線再開への
取り組みなどの重要施策について、知事から所信が述べられました。
　代表・一般質問では、知事の政治姿勢、東部防災館の活用、震災
対策としての食料危機対策、2025年大阪・関西万博、インバウン
ド誘客の拡大、飼料作物と家畜堆肥を循環させる耕畜連携や野生鳥
獣被害対策等の農林水産施策、県有施設のZ

※1
EB化、子育て支援の強

化、発達障がい教育の充実や運動部活動の地域移行等の教育施策、
そのほか、鉄道存続への取り組み、サイバー犯罪対策、生涯スポー
ツの推進などについて論議しました。
　今定例会では、「徳島県ワンヘルス推進条例」、意見書２件を議員
提出し、可決しました。また、知事提出議案84件を原案どおり可
決し、請願１件を採択しました。

提出議案や各議員の表決態度については県議会ホームページに
掲載しています。 徳島県議会　定例会の概要 検 索

表彰者一覧
及び南議長の

お祝い
メッセージは

こちら
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地
域
に
お
け
る
脱
炭
素
の
取

り
組
み
は
、
地
域
の
経
済
活
性
化

や
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
、
県
と
し
て
、
市
町
村
を
ど

の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

	

技
術
的
助
言
を
行
う
専
門
員

を
市
町
村
に
派
遣
、
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
の
策
定
支
援
な
ど
、
地

域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た

市
町
村
の
取
り
組
み
が
県
下
全
域

に
広
が
る
よ
う
支
援
す
る
。

	

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
の
実
現
に
向
け
て
、
有
機
農

業
に
つ
い
て
、
特
に
、
新
た
な

技
術
の
開
発
・
普
及
と
消
費
者

の
理
解
・
実
践
を
推
進
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

	
ス
マ
ー
ト
技
術
の
活
用
に
よ

る
化
学
農
薬･
化
学
肥
料
の
削
減
技

術
の
導
入･
普
及
や
、
消
費
者
行
政

先
進
県
と
し
て
、
学
校
給
食
で
の

有
機
農
産
物
の
活
用
な
ど
食
の
循

環
を
意
識
し
た
食
育
を
推
進
す
る
。

	

県
央
部
の
治
安･

防
災
対
策
の

中
核
で
あ
る
阿
波
吉
野
川
警
察
署

は
、
築
後
56
年
が
経
過
し
、
防
災
拠

点
と
な
る
県
有
施
設
の
中
で
、
唯
一

耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。
早

急
に
庁
舎
整
備
を
進
め
る
べ
き
。

	

庁
舎
整
備
の
在
り
方
は
、
幅

広
い
視
点
の
下
、
将
来
を
俯ふ

瞰か
ん

し

な
が
ら
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
認

識
。
地
域
警
察
再
編
計
画
の
進
捗

状
況
や
地
域
住
民
の
意
見
等
を
踏

ま
え
、
検
討
を
進
め
る
。

	

県
内
外
か
ら
多
く
の
生
徒
が

集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
三
好

寮
も
活
用
し
、
次
の
１
０
０
年
に

向
け
た
池
田
高
校
の
さ
ら
な
る
魅

力
向
上
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

	

三
好
寮
で
の
池
高
開
放
講
座

の
開
催
な
ど
、
寮
を
起
点
と
し
た
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
と
と
も

に
、
生
徒
が
地
域
の
課
題
解
決
策
を

提
案
す
る
な
ど
地
域
密
着
型
の
探
究

活
動
に
よ
る
教
育
を
推
進
。

	

県
で
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、
外
出
を
控
え
、
運

動
の
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
高

齢
者
の
フ※

５

レ
イ
ル
対
策
と
認
知

症
対
策
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

	

通
い
の
場
に
理
学
療
法
士
を

派
遣
し
フ
レ
イ
ル
対
策
を
実
施
。
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
構
成
す
る
チ
ー

ム
オ
レ
ン
ジ
を
拡
大
、
認
知
症
の
方

を
と
く
し
ま
希
望
大
使(

仮)

に
任
命

し
、
認
知
症
対
策
を
強
化
。

	

少
子
化
の
要
因
と
し
て
、
未

婚
化
・
晩
婚
化
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
。
公
的
機
関
が
出
会
い

の
機
会
を
提
供
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
結
婚
支
援
の

強
化
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

	

マ
リ
ッ
サ
と
く
し
ま
に
よ
る
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
出
会
い
イ

ベ
ン
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
新
た
な
婚
活
ス
タ

イ
ル
の
創
出
に
取
り
組
む
。

	

海
外
か
ら
も
高
い
評
価
を
得

て
い
る
、
な
る
と
金
時
ブ
ラ
ン
ド

を
守
る
た
め
、
現
在
採
取
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
海
砂
に
つ
い
て
、

手
入
れ
砂
に
活
用
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
検
討
す
べ
き
。

	

手
入
れ
砂
と
し
て
、
港
や
航
路

の
維
持
し
ゅ
ん
せ
つ
等
に
よ
る
発
生

土
の
活
用
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、

検
討
チ
ー
ム
を
３
月
に
も
立
ち
上

げ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
社
会
実

験
の
早
期
実
施
を
目
指
す
。

	

大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
や

大
鳴
門
橋
自
転
車
道
の
整
備
を
見

据
え
、
素
晴
ら
し
い
眺
望
を
誇
る

鳴
門
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

観
光
誘
客
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

	

鳴
門
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
魅
力
ア
ッ

プ
推
進
協
議
会
（
仮
称
）
を
立
ち
上

げ
、
新
た
な
景
観
ポ
イ
ン
ト
の
創
出

等
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
等
に
よ

り
観
光
誘
客
を
推
進
。

	

地
域
の
中
核
病
院
で
あ
る
徳

島
県
鳴
門
病
院
は
、
県
の
運
営
の

下
、
様
々
な
機
能
強
化
を
進
め
て

き
た
が
、
今
後
も
地
域
医
療
を
支

え
て
い
く
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
の
か
。

	

新
興･

再
興
感
染
症
対
策
深
化

に
向
け
た
施
設
整
備
や
人
材
養
成
、

５
Ｇ
を
活
用
し
た
救
急
搬
送･

遠
隔

医
療
等
の
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
り
、

県
北
部
の
地
域
医
療
の
と
り
で
と
し

て
、
医
療
機
能
を
充
実･

強
化
す
る
。

	

本
県
農
林
水
産
業
が
将
来
へ

の
持
続
性
を
さ
ら
に
高
め
、
生
産

者
の
努
力
に
報
い
る
力
強
い
成
長

産
業
へ
大
き
く
飛
躍
す
る
た
め
に

は
、
農
林
水
産
業
未
来
創
造
基
金

の
目
的
や
使
途
を
見
直
す
べ
き
。

	

効
率
的
な
有
機
農
業
を
実
装

す
る
新
技
術
の
導
入
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
等
、
ス
マ
ー
ト
技
術
を
活
用

し
た
経
営
規
模
拡
大
や
作
業
の
効

率
化
な
ど
を
優
先
的
に
採
択
す
る

支
援
型
基
金
へ
と
進
化
さ
せ
る
。

	

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

や
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向

け
、
農
業
の
生
産
性
向
上
に
つ
な

が
る
農
業
基
盤
の
整
備
を
さ
ら
に

加
速
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

	

農
地
整
備
事
業
新
規
着
手
の

ペ
ー
ス
を
毎
年
１
地
区
に
加
速
さ
せ

る
と
と
も
に
、
Ｄ※

２

Ｘ
技
術
を
駆
使
し

た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
実
装
し
、
生
産

性
や
収
益
性
向
上
を
図
る
新
時
代
の

ほ
場
の
整
備
を
推
進
す
る
。

	

地
域
資
源
を
有
効
活
用
し
、

国
際
情
勢
に
左
右
さ
れ
に
く
い
食

料
安
定
供
給
体
制
へ
の
転
換
が
必

要
。
食
料
安
全
保
障
の
強
化
を
図

る
た
め
、
本
県
な
ら
で
は
の
耕
畜

連
携
を
加
速
さ
せ
る
べ
き
。

	

農
畜
関
係
団
体
と
連
携
し
、

新
た
に
耕
畜
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
。
飼
料
用
米
の
周

年
供
給
や
稲
わ
ら
の
最
適
な
保
管

輸
送
体
制
の
構
築
な
ど
耕
畜
連
携

モ
デ
ル
の
早
期
実
装
を
目
指
す
。

	

Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
を
県
内
で

実
装
へ
と
展
開
し
、
医
療･

防
災
等

の
地
域
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
重
要
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
恩
恵
を

全
て
の
県
民
が
享
受
で
き
る
基
盤
整

備
を
本
県
で
実
現
す
べ
き
。

	

ロ※
４

ー
カ
ル
５
Ｇ
等
最
先
端
デ

ジ
タ
ル
基
盤
を
活
用
し
災
害
支
援

機
能
や
遠
隔
医
療
体
制
を
強
化
。
救

急
医
療
な
ど
徳
島
モ
デ
ル
Ｄ
Ｘ
実

装
を
加
速
し
、
安
心
安
全
な
デ
ジ

タ
ル
社
会
実
現
に
取
り
組
む
。

	

国
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

被
害
想
定
見
直
し
の
方
針
に
伴
い
、

県
民
の
命
や
財
産
を
守
り
抜
く
取

り
組
み
の
加
速
、
防
災
意
識
向
上
が

期
待
さ
れ
る
。
県
と
し
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

	

被
害
想
定
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
県
の
被
害

想
定
見
直
し
に
向
け
た
議
論
を
進
め

る
ほ
か
、
防
災
意
識
の
啓
発
を
図
る

た
め
、市
町
村
と
連
携
し
、研
修
会
、

訓
練
等
を
実
施
し
て
い
く
。

	

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生

確
率
が
高
ま
る
中
、
深
刻
な
津
波
・

高
潮
被
害
か
ら
住
民
の
生
命
や
財
産

を
守
る
た
め
、
出
島
野
鳥
園
西
側
の

農
地
海
岸
堤
防
整
備
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
。

	

新
た
な
堤
防
は
野
鳥
観
察
池

と
海
側
双
方
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
と
ど
め
な
が
ら
、
水
門
設
備
や

堤
防
本
体
の
工
事
に
順
次
着
手
。

令
和
８
年
度
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
ま

で
に
全
て
の
工
事
完
成
を
目
指
す
。

	

２
年
目
と
な
る
、
環
境
整

備
公
社
が
有
す
る
土
砂
を
利
用
し

た
、
な
る
と
金
時
の
砂
地
畑
に
関

す
る
実
証
試
験
に
つ
い
て
、
よ
り

一
層
の
技
術
的
支
援
や
デ
ー
タ
分

析
が
必
要
で
は
な
い
か
。

	

今
期
の
５
倍
と
な
る
土
砂

２
０
０
０
㎥
を
加
え
た
実
証
試
験
に

参
加
し
、
多
様
な
土
壌･

栽
培
条
件

下
で
収
量
や
品
質
、
土
壌
の
物
理
性

等
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
土
砂
利
用

の
持
続
可
能
性
を
検
証
す
る
。

	

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万

博
の
開
催
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

往
来
の
増
加
も
見
据
え
、
県
内
企

業
の
売
上
げ
回
復
や
経
営
力
強
化

に
つ
な
が
る
海
外
展
開
を
ど
の
よ

う
に
促
進
し
て
い
く
の
か
。

	

産
業
連
携
覚
書
（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）

を
締
結
し
た
台
湾
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

交
流
や
商
談
会
の
展
開
、
市
場
拡
大

す
る
越※

３

境
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
積
極
活

用
な
ど
、
先
手
先
手
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
展
開
す
る
。

	

孤
独
・
孤
立
が
顕
在
化
す
る

中
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
、
県
民
の
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
徳
島
を
実
現
す
る
た
め
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

	

孤
独
・
孤
立
の
解
消
に
向
け
、

と
く
し
ま
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民

連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
立

し
、
県
民
へ
の
理
解
促
進
、
支
援

活
動
の
充
実
、
人
材
の
育
成
な
ど

の
取
り
組
み
を
強
力
に
進
め
る
。

代表質問から 主な質問とこれに対する知事や関係部局の答弁の趣旨は次のとおりです。

主な質問とこれに対する知事や関係部局の答弁の趣旨は次のとおりです。

答	知事の答弁　答	関係部局の答弁

答	知事の答弁　答	関係部局の答弁

農
林
水
産
業
未
来
創
造
基
金
の

規
模
の
充
実
や
使
途
の
拡
大
を

寺
てら

井
い

正
しょうじ

邇
（徳島県議会自由民主党）

岡
おか

田
だ

理
り

絵
え

（徳島県議会自由民主党）

吉
よし

田
だ

益
ます

子
こ

（新しい県政を創る会）

岩
いわ

佐
さ

義
よし

弘
ひろ

（徳島県議会自由民主党）

原
はら

　徹
てつ

臣
じ

（徳島県議会自由民主党）

増
ます

富
とみ

義
よし

明
あき

（徳島県議会自由民主党）

県
民
の
安
心
安
全
と
な
る
全
国
モ

デ
ル
の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
整
備
を

な
る
と
金
時
の
砂
地
畑
に

関
す
る
実
証
実
験
へ
の
支
援
を

今
こ
そ
池
田
高
校
の
魅
力
を
さ
ら

に
高
め
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス

な
る
と
金
時
維
持
発
展
の
た
め

手
入
れ
砂
と
し
て
海
砂
の
活
用
を

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

市
町
村
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を

一般質問から

とくしま県議会だより（2）



答答 答

答答 答

答答 答

答答

答答 答

※１【ＺＥＢ（ゼブ）】
　ネット・ゼロ・エネルギー・ビルの略。建築物・設備の省エネ性能の向上、再
生可能エネルギーの活用等により、年間での一次エネルギー消費量が正味でゼロ
となるビルのこと。

※２【ＤＸ】
　デジタルトランスフォーメーション。デジタル技術の浸透により、既存の価値
観や枠組みを変革していくこと。

※３【越境ＥＣサイト】
　国際的なインターネット通信販売サイトのこと。

※４【ローカル５Ｇ】
　携帯電話事業者による一般向け５Ｇサービスとは別に、地域や産業の個別ニー
ズに応じて地域の企業や自治体等が、自らの建物内や敷地内でスポット的に柔軟
に構築可能な５Ｇネットワーク。

※５【フレイル】
　加齢に伴い心身の活力が低下し、入院や要介護の危険性が高まる状態のこと。

※６【ソーラーシェアリング】
　農地に支柱を立てて上部空間に太陽光発電設備を設置し、太陽光を農業生産と
発電とで共有する取り組みのこと。

※７【技術シーズ】
　研究機関等が保有する技術的な知識、ノウハウ等のこと。

用　  語　  解　  説

答答 答

	

本
県
経
済
が
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
若
者
を
は

じ
め
、
県
内
企
業
の
人
材
確
保
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

	

本
県
へ
の
人
材
還
流
に
向
け
、

進
学
予
定
の
高
校
生
を
対
象
と
し

た
施
策
や
就
職
支
援
協
定
大
学
と

の
連
携
強
化
、
女
性
や
高
齢
者
等

多
様
な
人
材
の
発
掘
な
ど
に
よ
り

人
材
確
保
に
取
り
組
む
。

	

台
風
に
伴
う
豪
雨
な
ど
で
多

く
の
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
早
期

完
成
に
向
け
た
整
備
の
促
進
が
求

め
ら
れ
て
い
る
多
々
羅
川
の
河
川

改
修
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

	

洪
水
を
大
松
川
へ
流
す
放
水

路
等
の
整
備
と
し
て
分
流
堰ぜ

き

等
の

改
築
を
終
え
、
残
る
多
々
羅
川
橋

の
架
け
替
え
工
事
は
令
和
５
年
度

中
の
完
成
を
目
指
す
。
Ｊ
Ｒ
橋
ま

で
の
間
も
順
次
改
修
を
進
め
る
。

	

全
国
的
に
、
こ
こ
数
年
低
下

傾
向
が
見
ら
れ
る
子
ど
も
の
体
力

向
上
に
向
け
て
、
外
部
指
導
者
を

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
県
に
お
け
る
体
力
・
運
動
能
力

向
上
策
を
充
実
す
べ
き
。

	

令
和
３
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
学
校
派
遣
を
拡
充
し
、
各
校

の
課
題
に
応
じ
た
指
導
を
行
い
、
子

ど
も
の
体
力･

運
動
能
力
や
教
員
の

指
導
力
向
上
に
つ
な
げ
る
。

	

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
達

成
に
向
け
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
公
共

施
設
で
の
率
先
導
入
、
屋
根
置
き
で

の
自
家
消
費
、
農
業
と
の
両
立
を
確

保
し
た
形
で
の
ソ※

６
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
を
強
力
に
進
め
る
べ
き
。

	

災
害
時
に
避
難
所
と
し
て
活

用
で
き
る
県
有
施
設
か
ら
優
先
的

に
導
入
。
屋
根
置
き
自
家
消
費
は

初
期
費
用
０
円
事
業
に
よ
り
促
進
。

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
優
良

モ
デ
ル
の
育
成･

拡
大
を
図
る
。

	

強
度
行
動
障
が
い
は
、
通
常

の
障
が
い
者
施
設
で
対
処
し
き
れ

な
い
面
が
あ
る
の
が
現
状
。
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
等
地
域
社
会
で
の
受
け

皿
を
ま
ず
は
１
カ
所
整
備
し
、
必

要
に
応
じ
拡
充
す
べ
き
。

	

強
度
行
動
障
が
い
の
あ
る
方

へ
の
支
援
体
制
の
確
立
は
全
国
的

な
課
題
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

の
整
備･

拡
充
に
向
け
、
地
域
に
お

け
る
受
け
皿
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
国
に
政
策
提
言
を
行
う
。

	

所
得
制
限
な
し
や
、
教
育
、

医
療
、
介
護
な
ど
の
基
本
的
サ
ー

ビ
ス
を
無
償
化
す
る
ベ
ー
シ
ッ
ク･

サ
ー
ビ
ス
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た

社
会
保
障
制
度
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

	

子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療
費
助
成

等
ベ
ー
シ
ッ
ク･

サ
ー
ビ
ス
の
先
駆

け
と
な
る
施
策
を
実
現
。
社
会
保
障

の
給
付
と
負
担
の
在
り
方
は
国
民
的

議
論
を
経
て
形
成
さ
れ
る
べ
き
で
、

国
の
議
論
を
注
視
し
て
い
く
。

	

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
が
続

く
中
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
収
入
の

減
少
や
失
業
に
よ
り
増
加
し
た
生
活

に
困
窮
す
る
方
の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

	

支
援
団
体
と
の
連
携
強
化
や

応
援
体
制
の
確
立
に
よ
り
重
層
的

で
充
実
し
た
支
援
を
展
開
し
、
県

版
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
さ
ら
な

る
深
化
を
図
り
、
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
。

	

公
共
交
通
を
さ
ら
に
持
続
可

能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
県

民
一
人
一
人
が
自
分
事
と
し
て

捉
え
、
積
極
的
に
利
用
す
る
機

運
の
醸
成
に
向
け
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

	

地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

な
っ
た
、
乗
っ
て
残
す
取
り
組
み

が
鍵
と
な
る
こ
と
か
ら
、
リ
レ
ー

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
や
路
線
バ
ス

の
１
日
フ
リ
ー
乗
車
デ
ー
の
実
施

に
よ
り
機
運
を
盛
り
上
げ
る
。

	

全
国
の
教
員
採
用
審
査
の
倍
率

が
過
去
最
低
と
な
る
中
で
、
本
県
教

育
の
質
の
さ
ら
な
る
向
上
と
教
員
の

働
き
方
改
革
の
推
進
に
向
け
、
今
後

ど
の
よ
う
に
教
員
の
な
り
手
不
足
解

消
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

	

大
学
生
や
高
校
生
へ
徳
島
の

教
員
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
全
国
の
大
学
を
対
象
に
全
校

種
・
全
選
考
区
分
で
の
推
薦
制
度
の

創
設
や
東
京
試
験
会
場
の
新
設
等
、

採
用
面
で
の
取
り
組
み
を
強
化
。

	

他
の
自
治
体
で
は
、
ほ
と
ん

ど
支
出
さ
れ
な
い
補
助
金
等
を
徳
島

化
製
事
業
協
業
組
合
に
対
し
、
28
年

も
の
長
期
に
わ
た
り
支
出
し
て
い
る

が
、
事
業
の
目
的
、
有
効
性
、
必
要

性
は
何
か
。

	

県
内
養
鶏
産
業
の
振
興
や
小

売
・
卸
売
事
業
者
の
経
営
の
安
定
化

等
を
目
的
と
し
、
畜
産
副
産
物
の
再

資
源
化
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
構
築

等
に
寄
与
し
て
お
り
、
公
益
性
、
必

要
性
の
高
い
事
業
で
あ
る
。

	

徳
島
化
製
事
業
協
業
組
合
へ

の
補
助
金
に
つ
い
て
、
事
業
目
的

等
が
違
う
に
も
関
わ
ら
ず
、
補
助

金
の
カ
ッ
ト
率
が
３
部
局
で
一
律

の
対
前
年
度
10
％
削
減
な
の
は
な

ぜ
か
。

	

多
様
な
視
点
か
ら
検
討
を
行

い
、
効
果
的
な
事
業
実
施
に
よ
り
、

予
算
の
効
率
化
が
可
能
と
判
断
。
今

後
と
も
限
ら
れ
た
予
算
の
有
効
活

用
を
図
り
、
事
業
の
適
切
な
執
行

に
努
め
る
。

	

令
和
３
年
９
月
定
例
会
代
表

質
問
の
際
、
衆
議
院
議
員
選
挙
へ

の
出
馬
に
つ
い
て
の
質
問
で
、
知

事
が
答
弁
の
中
で
発
言
し
た
「
知

事
で
は
限
界
が
あ
る
」
の
言
葉
の

意
味
は
。

	

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
国
が

主
体
的
に
解
決
に
向
け
て
道
筋
を

つ
け
る
べ
き
と
の
強
い
思
い
が
募

り
、
限
界
が
あ
る
と
の
発
言
を
し
た

が
、
早
計
で
あ
っ
た
と
の
思
い
に
至

り
、
お
わ
び
申
し
上
げ
た
。

	

徳
島
は
神
山
ま
る
ご
と
高
専
開

校
な
ど
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
人
材
育
成

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
が
、
資
金

と
人
材
育
成
が
続
く
土
壌
の
形
成
が

重
要
。
県
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

を
ど
う
強
化
す
る
の
か
。

	

研
究
機
関
で
生
ま
れ
た
技※

７

術

シ
ー
ズ
実
装
の
支
援
事
業
や
、
経
営

者
保
証
を
求
め
な
い
融
資
制
度
の

導
入
、
最
先
端
光
研
究
成
果
の
技

術
移
転
促
進
な
ど
に
よ
り
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
創
出
を
推
進
す
る
。

	
医
療
を
支
え
る
看
護
人
材
の

継
続
的
確
保
の
た
め
、
人
材
確
保
へ

の
機
運
を
高
め
る
と
と
も
に
、
養

成
機
関
へ
の
支
援
や
勤
務
環
境
づ

く
り
の
推
進
が
必
要
。
県
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

	

看
護
師
等
養
成
所
や
病
院
内

保
育
所
の
運
営
支
援
の
ほ
か
、
看

護
学
生
へ
修
学
資
金
を
貸
与
。
県

看
護
協
会
と
連
携
し
た
求
職
者
へ

の
無
料
職
業
紹
介
な
ど
、
人
材
確

保
や
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
。

	

子
ど
も
が
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵

で
質
の
高
い
教
育
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
。
今
後
、

ど
の
よ
う
に
一
人
一
台
端
末
を
含

む
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
活
用
し
、
子
ど

も
の
学
び
充
実
に
取
り
組
む
の
か
。

	

全
て
の
学
校
が
統
一
し
た
目

標
の
下
で
教
育
の
情
報
化
を
推
進

す
る
徳
島
県
学
校
教
育
情
報
化
推

進
計
画
を
策
定
。
県
立
学
校
に
専

門
人
材
を
配
置
し
、
授
業
時
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
操
作
支
援
な
ど
を
行
う
。

	

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生

後
の
食
料
危
機
に
対
し
、
山
や
使
わ

れ
て
い
な
い
田
畑
等
に
、
食
料
と

な
る
植
物
の
種
子
を
中
に
入
れ
た
粘

土
団
子
を
ま
い
て
の
対
策
案
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
る
の
か
。

	

活
用
検
討
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
散
布
試
験
を
実
施
。
ど
の
よ

う
な
危
機
で
も
食
料
危
機
を
起
こ

さ
な
い
と
い
う
理
念
の
下
、
安
定

的
な
食
料
供
給
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

県
を
挙
げ
て
創
意
工
夫
を
凝
ら
す
。

	

徳
島
そ
し
て
日
本
に
住
む

人
々
を
救
う
た
め
、
徳
島
県
が
先
陣

を
切
っ
て
食
料
危
機
対
策
を
し
っ

か
り
と
し
た
計
画
に
位
置
付
け
し
、

予
算
化
す
る
な
ど
力
強
く
推
し
進

め
る
べ
き
だ
が
考
え
を
伺
い
た
い
。

	

県
み
ど
り
戦
略
基
本
計
画
に

趣
旨
を
位
置
付
け
、
関
連
予
算
の
活

用
も
視
野
に
入
れ
る
。
ま
た
、
令
和

６
年
度
改
定
予
定
の
徳
島
県
食
料･

農
林
水
産
業･

農
山
漁
村
基
本
計
画

へ
の
反
映
を
検
討
す
る
。

浪
なみ

越
こし

憲
けん

一
いち

（グローカル）

西
にし

沢
ざわ

貴
き

朗
ろう

（徳島県議会自由民主党）

須
す

見
み

一
かず

仁
ひと

（徳島県議会自由民主党）

古
ふる

川
かわ

広
ひろ

志
し

（公明党県議団）

臼
うす

木
き

春
はる

夫
お

（新風とくしま）

岡
おか

　佑
ゆう

樹
き

（無所属）

徳
島
で
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

挑
戦
者
へ
の
支
援
強
化
を

食
料
危
機
問
題
の
解
決
に
向

け
て
、
早
急
に
行
動
を

県
内
企
業
の
成
長
の
た
め
に

人
材
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を

太
陽
光
発
電
を
早
く
多
く
導
入

し
、
Ｃ
Ｏ
２
を
減
ら
す
べ
き

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に
見
舞
わ

れ
た
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
は

徳
島
化
製
事
業
協
業
組
合
に

対
す
る
補
助
金
等
の
目
的
は
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常任委員会 特別委員会２月定例会委員会の概要
　総務委員会
　公安委員会関係では警察署の窓口受付時間の変更について、経
営戦略部・監察局関係では会計年度任用職員の処遇改善、令和５
年度当初予算における継続費について、政策創造部関係では新た
な地方創生総合戦略骨子案、2025年大阪･関西万博について、未
来創生文化部関係では徳島文化芸術ホール（仮称）の管理運営計
画についてなど、それぞれ質疑や提言がありました。

　地方創生対策特別委員会
　農業振興に関し、県普及指導員による経営指導や、なると金時
の栽培に必要な手入れ砂の確保などについて質疑がありました。
そのほか、サテライトオフィス誘致の取り組み、新たな地方創生
総合戦略骨子案、2025年大阪・関西万博に向けた取り組み、徳島
県観光振興基本計画（第４期）素案、台湾インバウンドチャーター
便などについて質疑や提言がありました。

　県土整備委員会
　企業局関係では水源地域の森林保全への支援、県営駐車場の利
用状況と今後の見通しについて、危機管理環境部関係では中央構
造線・活断層地震への備え、瀬戸内海の環境の保全に関する徳島
県計画案について、県土整備部関係では吉野川水系流域治水プロ
ジェクトにおける砂防施設の整備、地域公共交通の維持・存続に
ついてなど、それぞれ質疑や提言がありました。

　次世代育成・少子高齢化対策特別委員会
　徳島こども医療オンライン相談や児童相談所DXプロジェクト、
ひろがれ！こどもの居場所応援事業、安心こども基金、徳島こど
もサポートネット事業などについて質疑がありました。そのほか、
徳島県警察スクールサポーターや地域介護総合確保推進事業、子
育て支援、結婚支援、不登校の児童生徒への支援などについて質
疑や提言がありました。

　文教厚生委員会
　教育委員会関係では県立高校における民活エアコンの県負担へ
の切り替え、郷土愛を育む地域教育、次期徳島教育大綱の策定に
ついて、保健福祉部・病院局関係では子どもの歯科疾患予防のた
めの学校における集団フッ化物洗口の取り組み状況、免疫力の強
化に向けた県民の健康づくりの取り組み、介護人材の確保につい
てなど、それぞれ質疑や提言がありました。

　防災・感染症対策特別委員会
　新型コロナ感染者向け介護機能付宿泊療養施設、特別支援学校
のスクールバス増便、災害時のエレベーターの閉じ込め対策にお
ける地震時管制運転装置、緊急地震速報の受信などについて質疑
がありました｡ そのほか､ 東部防災館の津波対策、離島の防災計画、
漁業に係る事前防災、災害時の障がい者への情報提供・意思疎通
支援などについて質疑や提言がありました｡

　経済委員会
　労働委員会関係では個別的労使紛争解決サービスの運用状況に
ついて、農林水産部関係では農産物の価格低迷、しゅんせつ土砂
等の手入れ砂としての活用、農林水産業未来創造基金の見直しに
ついて、商工労働観光部関係では徳島県観光振興基本計画（第４期）
素案、移動型の木のおもちゃ美術館を活用した観光施策について
など、それぞれ質疑や提言がありました。

　消費者・環境対策特別委員会
　徳島県みどりの食料システム戦略基本計画案に関し、具体的な
施策、エシカル消費の推進、有機農業に関する取り組みについて
質疑がありました。そのほか、野生鳥獣対策における今後の取り
組み、県有施設への自家消費型太陽光発電設備の率先導入、旧統
一教会に関する消費生活センターへの相談、海岸漂着ごみの回収
及び処理などについて質疑や提言がありました。

議会見学会のご案内 とくしま県議会だより
「録音版」「点字版」を発行しています

とくしま県議会だより第 116 号の議会クイズの答えは、
②踊でした。

　議事堂を見学してみませんか。おおむね５名以上のグループで、
地域の学習会や学校の社会見学などにも
ご活用ください。電話でお申し込みの上、
見学申込書を提出してください。
　TEL：088-621-3010
　　　　　　　　　　神領小学校（神山町）ほか２グループ

　県議会では、目の不自由な方に、県議会の活動をより知ってい
ただくため、「県議会だより」の録音版（カセット・ＣＤ）・点字
版を発行しています。
　ご希望の方は、次のところへご連絡ください。
　　連絡先／障がい者交流プラザ  視聴覚障がい者支援センター
　　　　　  TEL：088-631-1400
　なお、県議会ホームページに、県議会だよりのPDF版に加え、
音声版も掲載していますので、ご利用ください。

申込
方法等は
こちら

●この広報紙は市役所､ 町村役場、または県の総合県民局、各庁舎、県庁内のふれあいセンター､ 県議会事務局でお渡ししています。

議会トピックス
　徳島県議会から駐日トルコ共和国
大使館に、トルコ南東部地震被害へ
の義援金を寄付しました（３月６日）。

　　　　　
議員連盟の活動
　観光振興議員連盟が、知事等に対し、｢四国遍路」の
世界遺産登録に向けたスペイン・ガリシア州との交流
など、観光振興に関する要望を行いました（２月９日）。

議長へのメール
　議会に対するご意見、
ご提言をお寄せください。

見学に来られた方々

パネル展
（徳島県議会と大学との包括連携協定事業）

　徳島県議会議事堂１階ホールにおいて、２月定例会開会中、四国大学
における地域連携活動やSDGsに関する取り組みなどを紹介するパネルを
展示しました。




